
 

沼 津 市 立 第 一 小 学 校 共 同 調 理 場 

給食調理等業務委託仕様書 

 

 

１ 業務の名称  沼津市立第一小学校共同調理場給食調理等業務委託 

 

２ 委託契約期間  平成３０年８月１日～平成３３年７月３１日 

         地方自治法第２３４条の３の規定に基づく長期継続契約 

 

３ 対象及び食数  沼津市立第一小学校、第一中学校、片浜中学校の児童生徒 

及び教職員等 

食数は、学校の提出する「年間給食実施計画」のとおりとする。 

 

４ 履行場所    沼津市立第一小学校共同調理場 

 

５ 業務内容 

 

（１） 調理 

   学校栄養職員・栄養教諭の作成した献立表及び調理指示書（アレルギー食を含む。）

に従い、作業動線図及び工程表を作成のうえ、対象学校の提供する食材を使用して

調理を行う。（学校栄養職員・栄養教諭は、調理された給食の味見も行う。） 

 

（２） 検収 

   食材の納品時には検収を行い、調理場または保管場所まで搬入する。 

     

（３） 配缶及び運搬 

第一小学校及び配送先（第一中学校、片浜中学校）について、調理した給食を指

定された時刻に指定された量ずつ配缶し、指定された場所に運搬（配送先について

は運搬用コンテナに格納）する。 

 

（４） 食器具等の洗浄、消毒、保管 

ポリプロピレン樹脂製食器、PEN 樹脂（ポリエチレンナフタレート）製食器、Ｆ

ＲＰ製盆、スプーン、フォーク、食缶、調理器具等の洗浄、消毒、保管を行う。 

 

（５） 施設、設備の清掃及び日常点検 

施設､設備の清掃及び整理整頓を行い、「施設設備管理・衛生管理点検表」（別紙  

２）によって日常点検を行う。 

 （学校栄養職員は、調理責任者から提出された「実施状況報告及び調理業務完了確

認書」に基づいて確認を行い、必要に応じて適宜指導を行う。） 



 

（６） 残滓及び厨芥の処理 

残滓は学校別料理別に計量、記録の後、生ゴミ処理機へ投入する。生ゴミ処理機

に投入できないものは、沼津市の許可を受けた一般廃棄物処理業者へ引き渡し、適

切に処理する。処理後は、容器・生ゴミ処理機及び設置場所周辺等の清掃を行う。 

 

（７） ランチルーム等への配膳 

ランチルーム等への配膳は、会場や喫食人数等の状況により、指定する形態で配

食する。 

 

（８） その他 

保健所の職員衛生監視指導の際に点検する書類等への記録及び保管を行う。 

前項までに記載された業務に付帯するその他必要な業務を行う。（調理以外の業

務についても学校栄養職員・栄養教諭の指導に従うこと。） 

 

６ 業務の指示方法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７ 作業基準  「作業基準」による。 

 

８ 調理従事者及び業務責任者 

 

（１） 調理従事者 

調理に従事するもののうち、業務責任者及び業務副責任者は、調理師免許もしくは

栄養士免許を有し、且つ特定給食施設で長年の経験を有し調理業務に熟練したもので

あること。 

 

（２） 業務責任者（主任） 

業務遂行上の受託者としての責任を負うべき業務責任者（主任）を定め、学校との

連絡調整の任に当たらせること。 

 

（３） 業務副責任者（副主任） 

業務副責任者（副主任）を定め､責任者（主任）に事故のある時は、その任に当

指 示 区 分  指 示 内 容  指 示 日   

年 単 位  年間給食実施計画書 年 度 当 初  学校栄養職員・栄養教諭が定める 

月 単 位  月間予定献立表 前 月 末  学校栄養職員・栄養教諭が定める 

週 単 位  調理業務指示書 前 週 学校栄養職員・栄養教諭が定める 

日 単 位  調理業務変更指示書 当 日 学校栄養職員・栄養教諭が定める 



たらせること。 

 

９ 施設、設備、器具等の使用 

 

（１） 調理業務は、学校に備え付けた施設､設備、器具等を使用して行うこと。 

 

（２） 受託者は、次に掲げるものを調達すること。 

ア 調理業務に必要な被服等 

作業用上下衣、帽子（ネット）、マスク、履物（サンダル）、前掛け等 

イ 洗浄、清掃及び日常点検に必要な洗剤類、薬品類等、洗剤､石鹸、クレンザー、漂

白剤、防虫・駆虫剤等 

（調理器具及び食器等の洗浄には、無リン合成洗剤又は石鹸を適正濃度で使用し、

食器の漂白に塩素系漂白剤は使用しない。） 

ウ 調理用品、保存食用ビニール袋、洗浄、清掃、日常点検に必要な用具類及び設備

器具手入れ品布巾、たわし、使い捨て手袋、電子ライター（マッチ）、ろ紙、ラ

ップ、ポリ袋、ゴム手袋、デッキブラシ、爪ブラシ、雑巾、軍手、タオル、バケ

ツ、ホース、ちりとり、ワイヤーブラシ、モップ、水切りモップ、ほうき、機械

油（グリス）、消毒用ゴム手袋、砥石、研磨剤等 

エ 雑貨・文房具類 

救急用絆創膏、ハンドクリーム、傷用消毒剤、筆記用具、ノート等 

オ その他日々消耗する物品等について、受託者の負担することが適当と認められ

るもの。（配食用手袋・ビニール袋等学級で使用するものを除く） 

 

（３） 受託者は施設、設備、器具等が破損した場合、対象学校に報告し、その指示に従う

ものとする。また、受託者の責に帰すべき理由による場合は、その損害を賠償するも

のとする。 

 

１０ 安全・衛生管理 

 

（１） 食品衛生責任者 

受託者は、食品衛生責任者を置き、その任に当たらせるものとする。食品衛生責

任者は、関係法令に基づき食品の衛生管理に留意するとともに、給食の調理、配缶、

運搬等が衛生的に行われるよう調理従事者の衛生教育に努めること。 

 

（２） 調理業務従事者の衛生管理 

   ア 受託者は、調理業務従事者の健康診断を定期的に行うほか、常に調理業務従事

者の健康状態に注意し、異常を認めた場合は、速やかに受診させること。ただ

し、新規採用の職員を業務に従事させる場合は、従事し始める日の一ヶ月以内

に健康診断、保菌検査を行うこと。 

イ 受託者は、調理業務従事者に対して保菌検査を行うこと（検査項目には腸管出



血性大腸菌０－１５７を含める。月２回実施する。） 

     ウ 受託者は、上記ア及びイの検査の結果、食品衛生上支障のある者、あるいは下

痢、発熱、せき、外傷、皮膚病等伝染病疾患のような食品衛生上支障の生ずる

おそれのある者を調理業務に従事させない。 

    エ 家族に上記のおそれがある者がいる場合は、速やかに申し出ること。 

 

（３） 受託者は、調理業務従事者について、次のことに留意する。 

    ア 学校給食は「食育」という教育活動の一環であることを理解し、学校敷地内で

の喫煙を禁じ、学校教育の実践にふさわしい勤務態度であること。 

イ みだしなみは常に清潔にし、調理室では清潔な衣類、帽子類、マスクを着用す

ること。頭髪は、帽子の中にきちんと収めること。また、調理室内では調理専

用の履物を用いること。 

    ウ 爪は常に短く切り、指輪・ネックレス・イヤリング・時計等のアクセサリーは

つけない。マニキュアはしない。 

  エ 手洗いは完全に励行させる。特に､調理前、下処理後、汚物取り扱い後、用便

後、配缶後、一作業工程終了後は念入りに洗わせる。 

  オ 調理室への私物の持込を禁じ、その他食品衛生上支障となる行為はさせない。 

 

（４） 食品の取扱い 

ア 供給された食材は、直ちに所定の貯蔵場所に保管する。 

イ 野菜、果物等は十分に水洗いをする。特に、次亜塩素酸ナトリウム溶液に浸し

た場合は、十分にすすぎ洗いをする。 

ウ 下処理後及び調理後の食品は、床から６０センチメートルより低い位置や不潔

な場所に置かない。 

エ 給食には消毒した容器・器具等を使用する。 

オ 冷蔵庫及び冷凍庫内で食材等を貯蔵する場合は、適温を保つと共に食品の相互

汚染が生じない方法で行うこと。 

カ 加熱を要する肉類、魚介類、卵類は十分に加熱処理を行うこと。 

 

（５） 施設管理 

   ア 調理室、調理室周辺、食品庫、休憩室、給食リフト内、配膳室等は、毎日清掃

し、常に整理整頓する。なお、グリストラップは必要に応じて清掃し、清潔な

状態を保つようにする。 

   イ 天井、腰壁、扉、床等は常に清潔に保つよう清掃を行う。 

   ウ 排水溝の厨芥、残滓等は除去し、常に清潔にしておく。 

   エ 調理室には、関係者以外のものを立ち入らせたり、動物等を入れない。 

   オ 手洗い設備は常に清潔に保ち、石鹸、爪ブラシ、消毒液等を常備する。 

   カ 防虫設備のない窓、出入り口は開放したままで調理業務を行わない。 

   キ 換気装置は、常に清潔に保ち完全に作動させる。 

   ク 長期休業（夏・冬・春）の開始直後及び終了直前の数日並びに学校の指定する



日を、清掃、消毒、点検、整理に当て、業務の履行に支障が無いように努める。 

 

（６） 備品及び機器の管理 

   ア 使用する前に必要に応じて消毒を行う。使用後は洗浄し、調理器具の種類に応

じて消毒の上、よく乾燥させる。 

   イ 布巾を使用する場合は、洗浄・消毒後十分乾燥させた清潔なものを使用する。 

   ウ 包丁及びまな板は、下処理用、野菜用、魚肉用、直接供する食材用等に区別す

ること。 

   エ 保冷庫、冷蔵庫、冷凍庫及び熱風消毒保管庫等の温度は、常に適正にする。 

   オ 調理器具類及び食器類の洗浄には、無リン合成洗剤または石鹸を適正濃度で使

用すること。食器の漂白に塩素系漂白剤は使用しないこと。 

   カ 清掃用具は、用途別に区別して使い、使用後は洗浄、乾燥させ、必要に応じて

消毒を行い専用の場所に保管する。 

   キ 長期休業前には､必ず食器類を洗浄し整理･整頓する。 

   ク 長期休業中には、温度計を校正し記録する。 

 

（７） 厨芥及び残滓の処理 

ア  厨芥及び残滓他の廃棄物は、所定の容器に入れ、汚染、汚臭がもれないよう

にし、かつ清潔にしておく。   

   イ 厨芥及び計量記録後の残滓は、水切り等の処理をよくしてから生ゴミ処理機に

投入し、処理物は週の初めに取り出す。投入量及び処理後の取り出し量はその

都度計量、記録する。投入できないものについては、沼津市の許可を受けた一

般廃棄物処理業者へ引き渡し、適切に処理する。 

     処理後は、容器、生ゴミ処理機及び設置場所周辺等の清掃を行い、清潔を保つ。 

 

（８） 検食及び展示食 

決められた時間までに検食責任者に検食を届けるとともに、学校があらかじめ指

定した場所に１食分を盛り付けて展示する。 

 

（９） 保存食 

   ア 各食材及び調理済食品を食品ごとに約５０ｇずつ保存する。 

   イ 保存場所は専用冷凍庫とし、指定の容器に入れ､－２０℃以下で２週間以上保存

する。 

 

（１０） 立ち入り検査 

     保健所等検査機関の立ち入り検査及び学校薬剤師等の検査が行われる場合は、

それに応じる。 

 

１１ 研修 

    受託者は、調理、食材の取扱い等が適正かつ円滑に行われるように、調理業務従



事者に対して、研修を学期１回以上実施し、併せて沼津市教育委員会主催の夏期研

修会へも参加させ「食育」に対する理解を深めるなど、資質の向上に努めること。

なお、新規従事者は衛生管理の研修を行ってから従事させること。 

 

１２ 報告 

    受託者は､校長を通して次に掲げる書類を沼津市教育委員会に報告すること。 

報 告 書 の 種 類  様式番号 提出期限 

実施状況報告及び 

調理業務完了確認書 

別紙１ 

翌月１０日まで 
施設設備管理点検表 別紙２－①  

衛生管理点検表 別紙２－② 

個人別健康観察記録表 別紙３ 翌月１０日まで 

受託業務完了届 別紙４ 翌月１０日まで 

定期健康診断結果報告書 様式１ 実施後直ちに 

細菌検査（検便）報告書 様式２ 実施後直ちに 

業務従事者報告書 様式３ 年度当初 

業務従事者変更報告書 様式４ 変更の都度 

研修実施報告書 任意 実施後直ちに 

※様式については、記載内容に不足がなければ他の様式でも可とする。（写し可） 

※翌月１０日までに報告する書類について、契約履行の最終月は月末までに報告すること。 

 

１３ 損害賠償責任 

（１） 事業者は、調理等業務の実施に当たり、食中毒、事故等の発生時の対応として、

生産物賠償責任保険に加入すること。 

 

（２） 次に掲げる事項に該当し、その結果市に損害を与えたときは、事業者は、市に損

害を賠償しなければならない。 

ア 故意又は過失により食中毒の原因となる細菌その他人体に有害な物質を学校

給食に混入したとき。 

イ 故意又は過失により施設備品を損壊、紛失又は遺棄したとき。 

  

 （３） 受託者は、やむを得ない事情により給食調理業務等の全部または一部の遂行が

困難となった場合の危険を担保するため、代行保証体制を整備すること。 

 

１４ その他 

・  学校給食法の趣旨を踏まえ、学校給食における衛生管理の徹底を図るため、

文部科学省の定める「学校給食衛生管理基準」及び各種マニュアル（作業基準

参照）を遵守すること。 

・  受託者は、次期受託業者決定後、次期受託業者が業務開始するにあたり、当



該業務に支障をきたさぬよう、調理場内の視察を含めた適切な引き継ぎを行う

こと。 

・  業務委託仕様書などの内容は、必要に応じて変更、追加する場合がある。ま

た、委託者の指示する資料等の内容に追加、訂正等生じた場合は、それに従っ

て業務を行うこと。 

・  本仕様書に記載なき事項及び疑義が生じた場合は、委託者と受託者が協議の

うえ、受託者は委託者の指示に従い業務を遂行するものとする。 

 

１５ 支払い 

    支払は別添１の表を基本とし、給食提供が中止される場合（振替実施日設定の場

合を除く）もしくは給食の提供内容が減る場合は、別添２のとおり減額することと

し、その精算は月ごと行うものとする。 

 

１６ 特記事項 

・  業務委託開始前に、学校関係者や児童生徒の保護者を対象とした試食会を行

う場合、試食会に係る一切の経費及び契約締結時から業務開始日の前日までの

受託準備に必要な経費については、受託者の負担とすること。 

・  受託者がプロポーザルで提案した提案内容を受けて当該業務を履行するも

のとする。なお、実施に当たっては委託者と協議すること。 

・  受託者の明らかな瑕疵による重大な事故を発生させ、早急に改善に応じない

場合は、沼津市業務委託契約約款第３９条第１項第７号により、契約の解除を

行う。 

・  本契約日の属する年度の翌年度以降において、本契約に係る歳出予算の減額

又は削除があった場合は、沼津市はこの契約を解除することができる。 


